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関係各位
　　　　　　　　　　　平成29年9月吉日

　一般社団法人 北海道環境保全技術協会
　　　　会長　板倉 賢一
  北海道環境地質研究会
        会長  丸谷 薫

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、一般社団法人北海道環境保全技術協会と北海道環境地質研究会では、下記の要領で、平成29年度技術研修見学会を共催いたします。この度の技術研修見学会は各機関のご協力により、幌別硫黄鉱山坑廃水処理施設での地質研究所遠藤所長のご説明、有珠山噴火の歴史と火山防災についての三松正夫記念館三松館長によるご講演並びに火山マイスター同行の現地見学（金毘羅火口遺構）等盛り沢山なメニューを企画しました。
　関係各位からの多数のご参加を賜りたく、下記の通りご案内申し上げます。
敬具
記

日時：平成29年10月19日（木）～20日（金）
10月19日（木）は8時00分までに札幌駅北口団体バス駐車場に集合（時間厳守）
10月20日（金）は17時30分頃到着・解散予定
　　　（いずれも貸切バスにて札幌駅北口発着です。）
　　　
参加費：道環協会員・道環研会員20,000円　非会員22,000円
会費に含まれるもの；昼食2食、宿泊費（1泊2食：懇親会費含む）
　　　　　　　　　　　　バイナリー方式発電施設見学費
有珠山ロープウェイ運賃
会費に含まれないもの；懇親会以外の飲食代等個人的費用
　　　　貸切バス料金は共催者側で負担します。

※参加費は当日バス内で集金します。事前に請求書等が必要な場合はその旨お知らせください。

参加人員：先着30名

参加申込み方法：別紙参加申し込み票により10月10日（火）までにＦＡＸまたはメールにてお申込み願います。

日程：別紙参照

注意：団体行動となりますので、時間の厳守をお願いいたします。
　　　なお、服装は自由ですが、汚れても構わない服装とし、雨具等は各自ご用意願います。
　　　ヘルメット・軍手は当協会でご用意いたしますが、履物は汚れても構わないもの（長靴）を各自ご持参ください。
      なお、半袖・半ズボン・スカートなどでの見学はご遠慮下さい。




日程表

	日付
	時刻
	日程
	ご案内

	10月19日（木）
	
8：10
10：30


12：00
12：30
13：20
13：50


14：50
15：50

16：50
17：00
18：30
	
札幌駅北口出発（集合8：00）
幌別硫黄鉱山坑廃水処理施設到着
坑廃水処理施事業の概要説明および見学(90分)
廃水処理施設出発
洞爺湖畔にて昼食（50分）
レストラン出発
洞爺湖温泉地熱発電施設到着
（バス移動10分、徒歩20分）
バイナリー方式発電施設見学（60分）
発電施設出発
東湖畔トンネル工事現場到着
工事現場見学（60分）
工事現場出発
洞爺サンパレス到着チェックイン
懇親会（120分）
	
登別東IC～カルルス経由
車中概要説明　道総研地質研究所遠藤所長
堆積場30分・施設60分

わかさいも本舗洞爺湖本店レストラン仙堂庵


洞爺湖温泉利用協同組合


伊藤組土建ＪＶ


洞爺サンパレス1泊

	10月20日（金）
	
8：50
9：00


10：30
10：40

12：10
12：20
13：10
13：20


14：50
17：20

	
洞爺サンパレス出発（集合8：40）
道の駅そうべつ情報館i到着
特別講演「有珠山噴火の歴史と防災」（90分）
道の駅そうべつ情報館i出発
有珠山ロープウェイ到着
有珠山見学（90分）
有珠山ロープウェイ出発
洞爺湖畔にて昼食（50分）
レストラン出発
現地見学場所到着
金毘羅火口遺構・洞爺湖ビジターセンター見学（90分）
札幌に向けて出発
ＪＲ札幌駅北口到着・解散
	


三松正夫記念館三松館長


火山マイスター同行
（雨天時サミット記念館に変更）
民芸茶屋レストランおおでら

火山マイスター同行









見学地の概要

1 幌別硫黄鉱山坑廃水処理施設
有珠郡壮瞥町字黄渓にある旧幌別硫黄鉱山は、かつて硫黄の採掘が行われていた。明治35年に硫黄の露頭が発見されて以来、硫黄と硫化鉄鉱の採掘によって大きく発展してきたが、昭和40年以降の市況の悪化に伴い、昭和48年6月に閉山した。
閉山後、行われている幌別硫黄鉱山坑廃水処理事業は、流出する強酸性水（PH1.9）を化学的に中和し、水質を改善して鉱害を防止する事業として、昭和48年度から国及び北海道の補助により、壮瞥町が事業主体となって開始したもので、昭和50年以降は北海道が国の補助を受けて事業主体となり、壮瞥町が業務委託を受けて実施している。
今回は、その水処理施設と脱水ケーキの堆積場を見学する。

2 洞爺湖温泉地熱発電施設
　北海道洞爺湖町洞爺湖温泉では、平成25年度に湧出温度135℃の高温地熱水の開発に成功した。平成29年3月より稼働している地熱発電施設（バイナリー方式発電施設）を見学する。

3 東湖畔トンネル工事現場
　道道132号洞爺公園洞爺線と国道453号を結ぶ東湖畔トンネルの工事現場を見学する。既にトンネルは貫通され、現在、覆工工事が行われている。

4 特別講演「有珠山噴火の歴史と防災」
　三松正夫記念館の三松三朗館長に「有珠山噴火の歴史と防災」と題してご講演をお願いする。
　有珠山の近年の噴火（明治以降）としては、1910（明治43）年、1943（昭和18）年～1945（昭和20）年、1977（昭和52）年、2000年（平成12）年がある。記憶に新しい2000年の噴火では、有珠山非常災害現地対策本部が設置され、3市町で約1万6000人が避難し、死傷者を出すことなく終息を迎えることができた。
　今回は有珠山の噴火の歴史、その中で1910（明治43）年噴火時の東京帝国大学の大森房吉教授と飯田誠一室蘭警察署長、1943（昭和18）年～1945（昭和20）年噴火時の三松正夫壮瞥郵便局長、2000年（平成12）年噴火時の北海道大学岡田弘教授の観測に基づいた学官の防災の取り組みについてご講演をお願いする。

5 有珠山・昭和新山・洞爺湖見学
　有珠山ロープウェイに乗車して有珠山に登り、火口原展望台を往復する。
見学には火山マイスターが同行し、火山防災の見地から有珠山の特徴や防災体制、歴史などについてご案内をお願いする。

6 現地見学
　今回は金毘羅火口遺構を巡り、災害遺構保存や2000年噴火災害、防災設備等の見地から防災体制、現在の避難体制や課題などについて火山マイスターにご案内をお願いする。その後、洞爺湖ビジターセンターを見学する。


一般社団法人 北海道環境保全技術協会・北海道環境地質研究会 共催
平成29年度 技術研修見学会・参加申し込み票


· 返信先：FAX:011-206-0181 （道環協事務局）
　　　　　 E-mail：dk-info@do-kankyo.jp
　申込期限：平成29年10月10日（木）まで

　　　　※　申し込みは先着順とさせていただき、定員に達し次第締め切りとさせていただきます。



道環協・道環研 共催 平成29年度 技術研修見学会に参加します。


※ ご記入いただく個人情報は、本研修見学会に関する連絡や出席者の集計以外には使用いたしません。
	参加者氏名
（1名様毎にお申込み）
	

	参加者所属企業・組織・役職
	

	電話番号
	

	電話番号（当日連絡用）
	

	E-mail
	

	会員・非会員別（道環協・道環研別）
	□道環協会員、□非会員
□道環研会員、□非会員

	次回以降見学会の希望テーマ
	

	その他
	


※本研修見学会は、建設コンサルタンツ協会認定プログラムです。

· 受講証明書が必要な方は、こちらをチェックして下さい。

	確認通知送先
（FAX:　　　　　　　　　　）
	協会確認欄
	通信欄


□ 申込み受付確認が必要な方はこちらをチェックして返信先のFAX番号をお知らせ下さい。


一般社団法人 北海道環境保全技術協会・北海道環境地質研究会 共催

